
   

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S JUN 11st 

   ４号 

後朝（きぬぎぬ）のうた 

科 
Systems  Engineering  Mechanical & Electrical 

 

益 田 翔 陽 高 等 学 校 

■高校 1 年での最初の古典の時間、教科担任の宅和先生から「それではみなさん『きぬぎぬ』を引いてくだ

さい」といわれ、・・・・・暫時あって・・・この意味を初めて知った。 

■一瞬、４５人のどよめきがあり、古典とはこんなものかと勘違いした思い出がある。さて、今年度の右上

枠の詩は、お隣の山口県・防府市出身の種田山頭火の句をいただいている。 

■先日（6／10：水）、Ｓ１（電子機械科１年）に朝礼に行き、学級文庫から「山頭火・日記（二）」を見つ

け、朝読書で一緒に読んだ。あと、委員長の児玉くんに断りを告げ、そのまま借りていった。 

  ・人はうごかない 機械はうごいている 

  ・機械うごかなくなり わたしもうごかない   の句を見つけた。 

■「草木搭」にはない句で、思わずニッタっとしてしまう。 

科目「国語総合」でも種田山頭火の句を教材として取り上げている。 

・分け入っても 分け入っても 青い山 

  ・うしろすがたの しぐれてゆくか           などがあるが、いずれも哲学的。 

■さて、上記、五句からきみたちは何を感じるだろうか。また、教えてください。俳句はたった十七音で世

界・時間 etc を表す、素晴らしい日本の文化である。 

きぬぎぬの 
金魚が 死んで 

浮いている 
     山頭火  

沖縄慰霊の日 
ざわわ ざわわ ざわわ 

広い さとうきび畑は 

ざわわ ざわわ ざわわ 

  風が 通りぬけるだけ 

今日も 見わたすかぎりに 

 緑の波が うねる 

夏の ひざしの中で・・・・・ 

 

●６月２３日は沖縄慰霊の日。沖縄は太平洋戦争（第２次世界大戦）におい

て、日本で唯一地上戦が行われ、２０万人余りの方が犠牲になられた。この

２３日はその組織的戦いが行われた最後の日といわれている。 

●数年前、沖縄を旅行し、「ひめゆりの塔」「沖縄祈念公園」などを見学した。

中高校生も修学旅行で訪れており、ひめゆりの塔では全員がそろって黙祷を

ささげ、千羽鶴を供え入場していた。 

●入場前、後ろの方でしゃべっていた子も退場のときにはみんな無口になっ

ていた。 

●館内での目・耳からの情報、展示物の訴えは、そこにいた、生徒たちにも

私たちにも大きな影響を与えてくれた。戦後７０周年。沖縄の米軍基地問題

を含め、日本には大きな問題が残っているのだろうか・・・。 

◆予定では、現２年生の何人かは来年の参議院の選挙権があることになる。 

新聞やニュースを読み、いろいろの問題や政策に対し自分の考えを持てるよ

うに準備しておこう。 沖縄県平和祈念公園 


